
第４学年 国語科学習指導案

児 童 ４年１組 計２２名

４年２組 計２４名

授業者 ４年１組 佐々木 通 子

４年２組 鈴 木 良 子

１．単元名 くらべる点をもって読み、よさを説明する「なるほどリーフレット」を作ろう

教材名 「くらしの中の和と洋」（東京書籍 ４年下）

２．身につけさせたい力と単元を貫く言語活動の構想

＜身につけさせたい力＞

・段落ごとに書かれている内容をとらえ、

対比されている事柄に注意して読み取

る力。 （読むこと イ）

・目的に応じて、文章の必要な部分を引
用する力 （読むこと カ）

＜既習事項＞

・説明文の構成をとらえること。

・順序に気をつけて読むこと。

・中心となる後や文をとらえること。

・問いの答えとなる文や、くり返し出てく

る大切な言葉を見つけること。

・文章を要約すること。

＜これからも指導していきたい力＞

◇文章を要約する力。

◇目的に応じて、文章の必要な部分を引用

する力。

◇段落ごとに書かれている内容をとらえ、

対比されている事柄に注意して読み取る力。

◇考えや感想を発表し合い、一人ひとりの

感じ方にちがいがあることに気づく力。

＜言語活動＞

和と洋について興味を持ったことを図

鑑や事典などを読んで調べ、「なるほどリ

ーフレット」にまとめること。

（言語活動例 イ）

＜児童の実態＞

○文の主述に気をつけて読み取る力は、ほぼ定着している。

○「始め」「中」「終わり」の段落構成をおさえて読むことができる。

○段落の中心となる文や大事な語句を見つけて読むことができる。

△ＮＲＴの結果から、段落に注意して読んだり、内容を整理したり、要点をまとめたり

することの定着が不十分である。

△文章を読むことや、考えたことを文に表すことを苦手としている子が多い。

△進んで読書している児童が少なく、活用力、語彙力が不足している。

公開授業Ⅰ ４年１組

公開授業Ⅱ ４年２組

単元を貫く言語活動



３．単元について

（１）言語活動の特徴とつけたい力との関係
本単元で身につけさせたい力は、段落ごとに書かれている内容をとらえ、対比されている事柄に注

意して読み取る力と、目的に応じて、文章の必要な部分を引用する力である。そこで、本単元での言
語活動は、くらしの中の和と洋について興味を持ったことを図鑑や事典などを利用して調べ、分かっ
たことを「なるほどリーフレット」にまとめることである。
疑問や課題を解決するために、比べる観点を決めて関連する様々な図鑑や事典を読み、利用するこ

とになる。その際、まとまりを意識して読むことで、文章から必要な情報を読み取ることができるよ
うになると考える。
「なるほどリーフレット」は、選んだものの違いや初めて知ったことをまとめた短い文章と、文章

に関連する絵を入れたものである。文章は、観点ごとに対比する事柄のまとまりを意識した文章構成
とする。「なるほどリーフレット」にまとめる活動を通して、内容をとらえ、対比されている事柄に注
意して読み取る力をつけていくこととする。

（２）指導にあたって
本単元は、段落ごとに書かれている内容をとらえ、対比されている事柄に注意して読む力を身につ

けさせることをねらいとしている。そのため、教材文「くらしの中の和と洋」を通して、事柄を比べ
ながら読むこと、内容のまとまりに気をつけて読むことを学習していく。
第一次では、教師自作の「なるほどリーフレット」を読み、何をどのように比べているのかについ

て関心をもたせる。そして、本単元のねらいを知り、和と洋について興味を持たせながら、５年生に
紹介したいという思いを高めていく。調べたことを相手に分かりやすく伝えるために、引用するとい
うことに気づかせながら、「なるほどリーフレット」を作るための学習計画を立て見通しを持たせる。

また、くらしの中の和と洋に関する本は、いつでも手に取れるように廊下に置き、並行読書に取り
組ませる。

第二次では、「くらしの中の和と洋」の文章に小見出しをつけ、文章を概観させる。そして、段落の
まとまりをおさえながら、「過ごし方の良さ」「使い方の良さ」という観点を決めてリライトすること
を通して、比べながら読む力を高めていきたい。また、文章中に対比の言葉や引用を使いながら、第
三次の言語活動である「なるほどリーフレット」と同じ文章構成で行うことで、第三次に学習をつな
げていきたい。

そして、まとまりごとに内容を考える際に、実生活の経験を出させたり、各自になるほどと思った
ことを問いかけたりすることで、一人ひとりの気づきを大切にしていきたい。

第三次では、並行読書してきた本の中から、自分で決めたくらしの中の和と洋の「なるほどリーフ
レット」を作成する。まず、資料を使って調べるには、目次や小見出しなどを活用して大まかに見て
いくことで、必要な情報のみを選び出させることを学習していく。次に、調べたいことについての資
料を見つけ、資料から比べる観点に合わせて読み取った内容をメモする。そして、第一次で提示した
リーフレットを再提示し、対比の言葉や順序を表す言葉を用いて、第二次で学習した文章構成と同じ
ようにリーフレットにまとめられるようにする。出来上がった｢なるほどリーフレット｣は、５年生に
紹介し感想をもらうことで、作り上げた満足感を味わわせたい。

４．単元の目標と評価規準

・暮らしの中の文化に関心を持って読み、５年生に伝えるために進んで資料を探して調べたり「なるほど
リーフレット」を作ろうとしたりしている。 （国語への関心・意欲・態度）

・何をどのように比べているかをとらえて読むことができる。 （読むこと）
・課題に応じて内容をまとめるために、文章の必要な部分を要約したり引用したりできる。（読むこと）
・書く事柄を整理し、まとまりに気をつけて文章を書くことができる。 （書くこと）
・接続語が文と文との意味のつながりに果たす役割を理解し、使うことができる。

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

（評価規準）
国語への

関心・意欲・態度
読む能力 書く能力

言語についての
知識・理解・技能

・暮らしの中の文化に関
心を持って読み、進ん
で資料を探して調べた
り、「〔くらしの中の和
と洋〕なるほどリーフ
レット」を作ろうとし
たりしている。

・段落ごとに書かれてい
る内容をとらえ、対比
されている事柄に注意
して読んでいる。

（イ）
・目的に応じて内容をま
とめるために、文章の
必要な部分を要約した
り、引用したりしてい
る。 （エ）

・身の回りの「和」と「洋」
について調べ、それら
を比べて文章に書く事
柄を集めている。（ア）

・書く事柄を整理し、ま
とまりに気をつけて文
章を書いている。（イ）

・接続語が文と文との意
味のつながりに果たす
役割を理解している。

（イ（ク））



５．単元の指導計画（１１時間）

次 時 主な学習活動 言語活動に関する留意点
評価規準

（評価方法）

第

一

次

１
（
１
組
本
時
）

・「なるほどリーフレット」を読
み、何をどのように比べている
のかについて関心をもつ。

・「和と洋」について調べ、調べ
たことを５年生に伝えるため、
分かりやすい「なるほどリーフ
レット」を書くという見通しを
もつ。

・和と洋のものを比べ、どんな点が違うか考
えさせ、それが比べる観点になることに気
づくことができるようにする。

・「和と洋」の調べたい内容を見つけたら、み
んなに知らせられるように「和と洋発見カ
ード」として教室に掲示する。

【関】
くらしの中の和と洋に関
心を持ち、「なるほどリー
フレット」を作ることに
興味を持っている。

（発言）

１

・学習計画を立てる。
・「なるほどリーフレット」から
カードの構成をおさえる。

・引用のよさや表し方を知る。
・並行読書カードへのメモの仕

方を知る。

・もとの資料と「なるほどリーフレット」を
照らし合わせて、まとまりを意識させ、段
落構成をおさえる。

・引用することの良さに気づかせるために、
前時に提示したリーフレットを再提示し、
初めての文章表現（引用）について話し合う。

【関】
気づいたことを話し合
い、学習の見通しを持っ
ている。
(発言・学習シートの記述)

第

二

次

１

・教材文を大まかな段落に分け、
文章構成をとらえ、まとまりご
とに小見出しをつける。

・「中」にある詳しい説明が、小見出しを付け
た段落のまとまりになっていることをおさ
え、それが「なるほどリーフレット」のも
とになることを意識させる。

【読】
「中」を３つのまとまり
に分け、まとまりごとに
大事な言葉や文をとらえ
て読んでいる。
(発言・学習シートの記述)

２

・「過ごし方のよさ」という観点
で読み、リライトする。

・読み取った内容から「なるほ
どと思ったこと」を選び、引用
の形式で表す。

・話形を示して、リライトできるようにする。
・「それに対して」「一方」という言葉を使っ
て対比的に表現させる。

・引用は、具体例から引用させる。

【読】
大事な言葉や文をとらえ
て読んだり、「なるほど」
と思ったことを引用した
りしている。
(発言・学習シートの記述)

１
（
２
組
本
時
）

・「使い方のよさ」という観点で
読み取るためにリライトする。

・読み取った内容から「なるほ
どと思ったこと」を選び、引用
の形式で表す。

・学習の振り返りをする。

・「それに対して」いう言葉を使うことを確認
し、前回のリライトに習って、「使い方のち
がいと良さ」についてリライトできるよう
にする。

・前時と同様に、具体例から引用するように
声をかけていく。

第

三

次

１

・「くらしの中の和と洋」につい
て、資料を使って調べる方法を
知る。

・自分の調べたい「和と洋」を決める。
・調べたいものの比べる視点を

決める。

・資料を使って調べるには、目次や小見出し
など大まかに見ていくことで、必要な情報
のみを選び出させる。

【読】
必要な情報を読み比べる
ための方法（調べ方）を
理解して読んでいる。
(発言・学習シートの記述)

１

・調べたいことについての資料
を見つけ、資料から比べる視点
に合わせて読み取った内容を
メモする。

・資料を読んで、比べる視点を
もとに「和と洋のちがいやよ
さ」「なるほどと思ったこと」
を見つける。

・メモの書き方は、必要な情報だけを書き抜
くこと、出典、ページを必ず書きとめるこ
と、などに気をつけるように声をかけてい
く。

【読】
調べたいものについて、
必要な情報をとらえて読
んだり、引用したりして
いる。
(発言・学習シート・リーフ
レットの記述)

１

・調べて集めた情報を段落のま
とまりに気を付けて、「なるほ
どリーフレット」にまとめる。

・「なるほどと思ったこと」を引
用して表す。

・第一次のリーフレットを再提示し、対比の
言葉や順序を表す言葉を用いて、書いてい
ることを確認する。

・集めた情報のメモを文章に表すには、どの
ようにしたら良いか考えさせる。

１

・「衣」「食」それぞれの分野ご
とに、作成した「なるほどリー
フレット」を読み合い、相互評
価をする。

・評価の視点以外にも、作成したリーフレッ
トの中でいいなと思うところを認め合える
ようにする。

１

・異分野のなるほどリーフレッ
トを読み合い、「なるほどと思
ったこと」「さらに調べてみた
いと思ったこと」などについて
感想を交流する。

・単元の振り返りをする。

・リーフレットを読み合う時間、感想を出し
合う時間を保障する。



６．本時の学習（１時間/１１時間）

（１）目 標

くらしの中の和のもの、洋のものに関心を持ち、本で調べ、まとめようという単元の学習に

ついて見通しを持つことができる。

（２）展 開

段
階

活 動 内 容 ・手立て及び留意点 ◇評価規準

導

入

１．くらしの中の和のもの、洋のものを何

点か提示し、子ども達に興味を持たせる。

２．学習課題を知る。

本時の学習課題を確認する。

・身近なくらしの中にある和のものと洋のものを子ど

も達に提示し、関心が持てるようにする。

・本時は、関心を持った自分たちの生活の中にある

和と洋について、これから、どのように学習を進

めていくか話し合っていくことをおさえられるよ

うにする。

展

開

３．自分たちのまわりにある和と洋につい

て、全体で交流し合う。

・初めに知っていることを、グループ

で話し合う。

・和と洋の仲間分けをする。

４．和と洋についての考えを交流し合う。

（１）グループ毎にでたことを発表する。

（２）全体で交流する。

（３）「はし」と「フォーク」について、

知っていること、それぞれの良さ

を書いてみる。

５．調べた考えをまとめるのに適した方法

と誰に伝えるかを考える。

６．モデル文の「なるほどリーフレット」

を紹介する。

・仲間分けの理由を発表させながら、身の回りの物を

「和」と「洋」に分ける。

◇身の回りをふり返り、和のもの、洋のものに気づき、

意欲的に話し合っている。

・どんな点が違うかを考えさせ、くらべる観点になる

ことに気づけるようにする。

（材質、形、使い方、使う場面など）

・まず、自分たちの知っている情報を出し合い、もっ

とくわしく知るためには図鑑等で調べるとよいこと

に気づかせる。

・今までの言語活動をふりかえり、調べたことを伝え

やすい方法を考えさせる。

（○○カード、研究レポート、シート、写真説明文）

・去年、やったことのある５年生に知らせるのはどう

か、投げかけてみる。

・「なるほどリーフレット」を提示し、単元を貫く言語

活動を設定する。

・カードを書く際に、どんなことを書いたらいいか考

えさせる。くらべる点は、選んだものによって異な

ることも確認する。

終

末

７．単元の名前を設定する。

８．感想とめあてを書く

９．次時の学習を確かめる。

・「くらべる点をもって読み、よさを説明する『なるほ

どリーフレット』を作ろう。」という単元名を設定す

る。

◇くらしの中の和と洋に関心を持ち、「なるほどリーフ

レット」を作ることに興味を持っている。

・単元の学習計画を作っていくことを確認する。

これからの学習の見通しを持とう。

公開授業Ⅰ ４年１組 本時
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６．本時の学習（６時間／１１時間）

（１）目 標

「使い方の良さ」の段落を読み、大事な言葉や文を落とさずに、引用を入れながら、なるほど

リーフレットへのまとめ方が理解できる。

（２）展 開

段
階

活 動 内 容 ・手立て及び留意点 ◇評価規準

導

入

１．前時を想起する。

２．学習課題を知る。

・今日の学習課題を確認する。

・自分たちが作ったなるほどリーフレットを５年生に

紹介することを確認する。

・文章構成のおさえを想起させ、本時に学習する段落

のまとまりをとらえられるようにする。

・教科書Ｐ４０Ｌ６～Ｐ４１Ｌ４を音読する。

展

開

３．和室と洋室の比べる点をはっきりさせ

て、メモに整理していく。

・微音読しながら、サイドラインを引

く。

・発表する。

４．「なるほどと思ったこと」にサイドライ

ンを引き、引用する文を選ぶ。

５．和室と洋室の「使い方の良さ」につい

て学習シートにリライトする。

６．和室と洋室「使い方の良さ」について

まとめたことを発表する。

・「使い方の良さ」という視点であることを確認する。

・大事な言葉や文（中心文）を見つけてサイドライン

を引かせる。

◇大事な言葉や文をとらえて読んでいる。

・引けなかった子には、友達の発表から大事な言葉や

文をとらえられるようにする。

・具体例の文から自分がなるほどと思った文を選ばせ

るようにさせる。

・前時に学習したリーフレットの様式にした学習シー

トを参考にさせる。

・リライトしやすいように書き出しを与える。

◇和室と洋室のそれぞれの良さについての大事な言葉

や文を段落のまとまりからとらえて読み、まとめて

いる。

・まとめ方に困っている子には、板書を手がかりにま

とめるよう声がけをする。

・自分と友達の文章を比べて、大事な文が入っている

か、引用が入っているかの観点で読み合わせる。

・ペアで読み合わせてから全体に発表させる。

終

末

７．本時のまとめをし、第二次の振り返り

をする。

・なるほどカードの書き方についてまとめる。

・第二次を振り返り、次時への意欲をもたせる。

公開授業Ⅱ ４年２組 本時

和室と洋室の「使い方の良さ」を比べて読み、まとめよう。

なるほどリーフレットの書き方

・順序を表す言葉を使う。（まず、次に、この

ように）

・対比するときの言葉（一方 ～に対して）

・くらべる点ごとに、対比して書く。

・初めて知ったこと、なるほどと思ったことは

引用を使って書く。



７．板書計画
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り
し
て
い
る
。

和
室
の
良
さ

・
一
つ
の
部
屋
を
い
ろ
い
ろ
な
目
的
に
使
う
こ
と

が
で
き
る
。

《

使
い
方
の
良
さ

》

和
室
と
洋
室
の
「
使
い
方
の
良
さ
」
を
比
べ
て
読
み
、

ま
と
め
よ
う
。

な
る
ほ
ど
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
書
き
方

・
順
序
を
表
す
言
葉
を
使
う
。
（
ま
ず
、
次
に
、
こ
の
よ
う
に
）

・
対
比
す
る
と
き
の
言
葉
（
一
方

～
に
対
し
て
）

・
く
ら
べ
る
点
ご
と
に
、
対
比
し
て
書
く
。

・
初
め
て
知
っ
た
こ
と
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
こ
と
は
、
引
用
を

使
っ
て
書
く


